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       令和２年第２回西予市議会定例会厚生常任委員会会議録 

１．開催日時 令和２年 ６月１８日 

１．開催場所 西予市議会第３委員会室 

１．開  会 令和２年 ６月１８日 

       午前 ８時５６分 

１．閉  会 令和２年 ６月１８日 

       午前１１時５８分 

１．出 席 委 員        

   委員長  二宮 一朗 

   副委員長 和気 数男 

   委員   佐藤 恒夫 

   委員   山本 英明 

   委員   中村 敬治 

   委員   酒井 宇之吉 

１．欠 席 委 員 

   な  し 

１．出席説明員 

   生活福祉部長    

   兼福祉事務所長  藤井 兼人 

医療介護部長   山岡 薫彦 

人権啓発課長   山下 一彦 

環境衛生課長   兵頭 章夫 

市民課長     松本 豊和 

健康づくり推進課長  沖村 智 

福祉課長     池田 いずみ 

長寿介護課長   宇都宮 積矢 

子育て支援課長  松田 禎子 

西予市民病院事務長  大塚 進二 

野村病院事務長  松末 博 

人権啓発課長補佐  森本 裕恵 

環境衛生課長補佐  大塚 義導 

市民課長補佐   桝田 寿美子 

市民課係長    二宮 夕子 

市民課係長    西村 由起 

   健康づくり推進課長補佐  井上 理恵 

健康づくり推進課保健師長  宇都宮 弥生 

健康づくり推進課係長  土居 靖史 

福祉課長補佐   大野本 敦 

福祉課係長    梶原 健司 

長寿介護課長補佐  信宮 佳子 

長寿介護課係長  柴田 直樹 

長寿介護課係長  野本 伸治 

子育て支援課長補佐  宇都宮 博 

子育て支援課係長  清家 亮 

医療対策室長   亀岡 敦志 

西予市民病院事務長補佐  竹内 寿男 

西予市民病院係長  稲葉 和司 

 

 

１．出席議会事務局職員 

   書記    三好 祐介 

 

 

１．会議に付した事件   

    議案第７４号 西予市後期高齢者医療に関する条

例の一部を改正する条例制定につ

いて 

    議案第７５号 西予市放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例制定

について 

    議案第７６号 西予市特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正す

る条例制定について 

議案第７７号 西予市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例制定につい

て 

議案第７８号 西予市介護保険条例の一部を改正

する条例制定について 

議案第７９号 西予市病院事業職員の諸手当に関

する条例の一部を改正する条例制

定について 

議案第８７号 令和２年度西予市一般会計補正予

算(第４号) 

議案第８８号 令和２年度西予市国民健康保険特

別会計補正予算(第２号) 

議案第８９号 令和２年度西予市介護保険特別会

計補正予算（第１号） 

議案第９１号 令和２年度西予市病院事業会計補

正予算(第２号) 

 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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  開会 午前８時56分 

○和気副委員長 

これより令和２年第２回定例会厚生常任委員会

を開会いたします。 

開会にあたり委員長より挨拶があります。 

○二宮委員長  

 委員長が挨拶を行う。 

○和気副委員長 

次に、藤井生活福祉部長より挨拶をよろしくお

願いいたします。 

○藤井生活福祉部長 

 藤井生活福祉部長が挨拶を行う。 

○和気副委員長 

 議案審査に移る前に注意事項を申し上げます。

発言の際には、委員長の許可を得て発言をしてく

ださい。 

また、委員会室への携帯電話の持ち込みはご遠

慮ください。 

これより先の進行は委員長が行います。 

 

【生活福祉部】 

【人権啓発課】 

○二宮委員長 

それではこれより本日の会議を開きます。 

まず議案第87号「令和２年度西予市一般会計補

正予算（第４号）」人権啓発課所管分を議題とい

たします。 

山下課長の説明を求めます。 

○山下人権啓発課長 

それでは、議案第87号「令和２年度西予市一般

会計補正予算（第４号）」のうち、人権啓発課所

管分につきまして、補正予算書に基づきご説明申

し上げます。 

今回の補正予算は会計年度任用職員給与費のみ

の計上となります。 

補正予算書の23ページをお開きください。 

3款民生費、1項社会福祉費、7目人権対策費

2076万円を1391万1000円増額し3467万1000円とす

るものです。 

今回の補正額1391万1000円のうち、事業概要欄

のとおり、会計年度任用職員、一般事務職でござ

いますが、の時間外勤務手当23万8000円を増額す

るものでございます。 

当人権啓発課は４月から新設された部署でござ

いまして、正職員が３名、パートタイムの会計年

度任用職員６時間勤務が１名、それと人権啓発指

導員、週３日勤務の会計年度任用職員が１名の５

名体制でございます。人権啓発課の所管しており

ます事務は、生活福祉部市民課の旧人権対策室が

所管しておりました人権対策事業、教育委員会生

涯学習課が所管しておりました人権教育事業、そ

して、男女共同参画室の事務の一部を所管してお

ります。 

そのうち人権教育事務の経験職員が１名いるも

のの、人権対策事務の経験者は会計年度任用職員

１名のみであるため、当課が所管する事務を円滑

に進めるため、６時間勤務の会計年度任用職員に

対し、７月からの１日当たり１時間の時間外勤務

手当23万8000円を計上させていただいておりま

す。 

なお、職員給与費1367万3000円につきまして

は、人権啓発課の人員が確定したことによる給

料、手当等でありますが、総務課の所管となりま

すので詳細な説明は省略とさせていただきます。 

以上、説明とさせていただきます。よろしくご

審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上

げます。 

○二宮委員長 

山下課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はございませんか。 

○酒井委員 

今回コロナの関係で、シトラスリボンのプロジ

ェクトをやっておりますのが、パンフレットを見

ますと人権啓発課が主体でやっておるということ

で、ますますこれからもしっかりと進めていかな

ければいけない事業だと私は思います。 

今回の中でもこのパンフレットの作成費とかそ

ういうものが総務課と連携しているようなことが

うかがえます。現実には人権啓発課がこれからも

継続的にやるべきではないかと思います。先般の

一般質問でも私言いましたように、明治の頃に赤

痢ができて、避病舎ができて、差別と区別がずっ

と人権的なものが発生しておりまして、今それを

知ってる人が議員の中でももう３、４人しかいな

いというような現状です。日本の政治がこのよう

なことに忌み嫌うようなものをなくしていったこ

とが今回のコロナ対策の少し病院崩壊の対応がお

くれていると思います。いろんなことを含めまし

て、このシトラスリボンプロジェクトというもの
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を、人権啓発課の中で予算化して、しっかりと人

権、差別、区別をそのようなものをなくしていく

ような運動を取り組む気構えはございませんか。 

○山下人権啓発課長 

ただいま酒井委員からご質問のありましたシト

ラスリボン運動につきましては、松山の市民団体

が発祥となっておりまして、伊予市等を初め県内

において運動が始まっているところでございま

す。 

西予市もこちらの運動に賛同いたしまして、今

回チラシ等を作成いたしまして、この運動を広め

ていこうと考えているところでございます。今度

19日の区長便におきまして全戸配布をする予定と

しております。 

なお、酒井委員が言われました予算につきまし

ては、今回人権教育協議会西予支部という組織が

ございますが、そちらから支出をさせていただい

ております。そのほか、今のところポスターとか

団体のほうから寄附をいただいておりますので、

当面はそちらで対応していく考えでございます。 

○酒井委員 

議会の中でも議員の中でも、これが非常にすば

らしいなという意見が出ておりまして、それを追

加の注文をしたいということになりましても、シ

ルクの生糸ができないようなことでございますけ

れども、新居浜とかでは、結婚式の引き出物にす

るひもを使ってやってるとか、いろんなところが

あります。 

だから西予市の売りをするためにも、西予市で

はこういう形のもので、生糸でやってるよという

ものをしっかりと植えつけてできるように、なけ

れば買いたいという人もおるようでございますの

で、そのあたりのものをこれからも考えていくよ

うに、この人権の問題は触れたくなして、そして

触れなければいけないということがずっと歴史的

に続いておりますので、このコロナの関係でそう

いうものの現象が出てる以上は、しっかりと取り

組むようにしていただきたいと思いますが部長ど

うですか。 

○藤井生活福祉部長 

酒井委員ご提言ありがとうございます。 

現在もシルク担当の産業部と連携をいたしまし

て取り組んでおります。課長が申しましたように

全戸配布をさせていただいて、私もつけておりま

すが、この生糸でやるやつはやはり高いというこ

ともございますので、そのリーフレットには、身

近なものでこういう形のリボンがつくれるよう

に、作り方についても掲載をさせていただいて、

いろいろなものを使ってシトラスリボンをつくっ

ていただくように啓発をさせていただいて、市民

の間でもこの輪が広がるように、今後も人権啓発

課を中心に取り組んでまいりたいと思います。 

議員の皆様もご協力をいただいたらと思いま

す。どうぞよろしくお願いをいたします。 

○酒井委員 

ちなみに森本課長補佐のは自分でつくられたの

かお尋ねしたいと思います。 

○森本人権啓発課課長補佐 

けさほどちょっと慌ててつくったんですけど

も、人権啓発課では不要になったというか、プレ

ゼントでいただいたリボンとかそういうのを使い

まして、きょう課長以下の方にもつけていただき

たいので、こういったリボンを人権啓発課でつく

りましてきょうつけていただこうと思っておりま

す。 

○二宮委員長 

ほかにございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結したいと思います。 

お諮りいたします。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」の人権啓発課所管分につきまし

て、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

当委員会では原案どおり可決することに決しま

した。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時12分） 

 

【環境衛生課】 

○二宮委員長 

再開を告げる。（再開 午前９時16分） 

次に、議案第87号「令和２年度西予市一般会計

補正予算（第４号）」環境衛生課所管分を議題と

いたします。 

兵頭課長の説明を求めます。 

○兵頭環境衛生課長 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予
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算（第４号）」環境衛生課所管分について、ご説

明をさせていただきます。 

今回の補正予算は歳出のみの計上となります。 

予算書28ページをお開きください。 

4款衛生費、2項清掃費、2目塵芥処理費の5億

4689万9000円を27万2000円増額し5億4717万

1000円とするものです。 

内容としましては、環境衛生課所管の会計年度

任用職員給与費を27万2000円増額するもので、内

訳は、実採用者に伴う給与の調整にて、野村クリ

ーンセンター任用職員の報酬及び社会保険料の増

額、城川清掃センター任用職員の報酬と特殊勤務

手当の増額及び社会保険料の減額となります。 

なお、正職員の職員給与費につきましては総務

課所管となりますので説明を省略させていただき

ます。 

以上で、環境衛生課所管分の説明を終わりま

す。よろしくご審議の上、ご決定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

○二宮委員長 

兵頭課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はございませんか。 

○酒井委員 

委員長許可をいただきたいんですが、一昨日の

一般質問の中で出ましたごみステーションの問題

について、もう少し詳しく私のほうで知りたいと

思っておるんですが質問の許可を願います。 

○二宮委員長 

許可いたします。 

○酒井委員 

一般質問の中では、ステーションの数それぞれ

ありまして、ステーションの実態に合わないので

はないかという形のようなご意見だったと思いま

す。そしてまた、高校生との議会との高校生議会

というのをやりまして、その中にも野村高校から

ステーションのあり方について提言がなされまし

た。 

そのあたりについて、これからステーションの

人口構造が変わる、人口形態が変わる、高齢化率

が高くなって、その中でごみの出しにくいいろん

な地区が出てくる。実態調査、これは、地域から

この場所にということで始まっております。ただ

し、先般も私の地区で、これが非常に近所の人か

らやって、その地区の大きな問題になって、そし

て何とか解決は済みましたけども満足している解

決じゃないんです。そのあたりを調査しながら、

生活様式が変わり、人口構造が変わってる以上

は、今までの規制でやるのはいかがかと。やはり

行政指導で多少なりとも踏み入れてやるべきじゃ

ないかと思うんですがいかがでしょう。 

○兵頭環境衛生課長 

おっしゃるとおり、ごみステーションについて

はいろんな問題を抱えているということは承知し

ております。この西予市は面積が広く人家も点在

しているところも多くありますので、どうしても

ステーションに近い住民、また遠い住民、一番遠

いところでは２キロ離れているというとこも聞き

ます。これはどうしても地域の実情に応じた中で

発生している問題ではありますが、答弁でも部長

が申し上げましたように約2億1000万円の収集運

搬費が現在かかっている状況です。これは量とい

うよりは、収集の距離、時間、それにかかわる人

員、そういうのをトータルして計算して出してお

ります。どうしてもその距離が、１カ所増やすぐ

らいでしたら大したことはないんですが、同じよ

うな条件のところがたくさん、もちろん山間部に

多いんですが、宇和町にも三瓶も明浜にも存在す

る場合がございます。その１カ所を認めることに

よって、じゃあここもここもとなっていった場合

に、その収集運搬費用がどこまで膨らむのか、そ

れのところがまだちょっと具体的に計算等ができ

ていない状況です。 

ただ本当に困っておられる案件もありますの

で、答弁でも申し上げましたように、個々の条件

をまずは精査しながら、どこに問題があるのかを

しながら、特に集合住宅が新たにできるとか、今

既存のステーションがもうどうしてもいっぱいで

あふれてしまって困っているとか、そういうもの

に関しては早急に対応する必要がありますので増

設・新設を検討しますが、どうしても足がちょっ

と弱いからというのに関しましては、二宮議員が

一般質問でもしていただいたようにふれあい収集

事業というのがあります。これは世帯まで直接取

りに伺います。こちらのほうが、たとえ近くにス

テーションをつけてもそこまで持って行けない人

もいますので、理にかなっているのではないかと

思っておりますので、一応そういうふうに個々の

状況に対応しながら検討させていただいているの

が現状です。 
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ただ全般的にそのステーションの設置基準とい

うのがありませんので、これについては現在支所

も含めて、今後どういうふうな基準がいいのかと

いうのはちょっと検討を始めているところでござ

います。 

○酒井委員 

これ分別から始まって、三好市長のときに減量

作戦をやりまして分別をやりました。やった時点

で分別するエネルギーを市民や区民がするという

ことになったんです。隣の宇和島市は、分別のエ

ネルギーは市のほうでやってるわけです。そのあ

たりのエネルギーをどこに持っていって、そのお

かげで財源が1億円減ったと当時喜んでおりまし

たけれども、そのかわり逆に言ったら、運搬業務

の経費が高くなっていることも事実なんです。車

縦が違いますから。そういうものも考えて、もう

一度トータル的な形で、ごみステーションも含め

て、何らかの形で、高齢化社会の中でちょっとご

みを出すにしても、なかなかエネルギーが要って

る西予市、そして分別のエネルギーが要ってる西

予市、分別が要らなくて、それを財政負担しなが

ら分別を行政側や業者がしてる市町村もあるとい

うことを踏まえて、しっかりと高齢化社会の中

で、何らサービスができるようにしていただきた

いなと思います。 

○藤井生活福祉部長 

酒井委員のおっしゃるとおりでございますの

で、今後そういうところも含めて、また、市議が

一般質問されてましたように、これからは自助、

共助、そして、そこへ公助ということで、そうい

ったところも踏まえて、今後検討をさせていただ

きたいと思います。 

○酒井委員 

もう１点一般質問の回答した中でお尋ねしたい

んですが、宇都宮俊文議員が質問した生ごみの。

７月１日からレジ袋が有料になります。現在各ス

ーパーで80％ぐらいが有料化を使わないというよ

うなデータが出ておるようでございますけれど

も、このあたりから鑑みますと海に捨てるものに

ついて、今後前向きに考えるというような答弁で

はございましたが、今試験的に瀬戸内海のほうで

いろんなところがやってるようでございます。も

ちろん話にありましたように、広島がきには、有

機の肥料をまいて、プランクトンを増やして広島

がきのえさにしてるというようなところもありま

すので、そのあたりは、一般質問のときに、部長

答弁したように記憶があるんですが、産業部でし

たか、どなたか答弁したような記憶があるんです

がこの件についてはどう考えますか。 

○二宮委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時25分） 

○二宮委員長 

再開を告げる。（再開 午前９時29分） 

○藤井生活福祉部長 

燃えるごみ等の海への廃棄といいますか、そう

いうことは市としては認めておりません。生ごみ

につきましては水分をよく切っていただいて、燃

えるごみとして出していただくようお願いいたし

ます。 

○二宮委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りをいたします。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」の環境衛生課所管分につきまし

て、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

当委員会としては原案どおり可決することに決

しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時30分） 

 

【市民課】 

○二宮委員長 

再開を告げる。（再開 午前９時35分） 

次に、議案第74号「西予市後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例制定について」を

議題といたします。 

松本課長の説明を求めます。 

○松本市民課長 

それでは議案第74号「西予市後期高齢者医療に

関する条例の一部を改正する条例制定について」

ご説明を申し上げます。 

今回の改正は、新型コロナウイルスに感染した

後期高齢者医療にかかる被用者等の療養中の生活

を保障するため、愛媛県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療に関する条例の一部が改正された



－6－ 

ことによるものであります。 

主な内容としましては、市が行う後期高齢者医

療の事務に新型コロナウイルスに感染した被用者

等の傷病手当金の支給に係る申請書の受け付けに

関する事務を加えるため、本条例の一部を改正す

るものであります。施行期日は公布の日からとす

るものであります。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○二宮委員長 

松本課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りをいたします。 

議案第74号「西予市後期高齢者医療に関する条

例の一部を改正する条例制定について」原案に賛

成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

当委員会としては原案どおり可決することに決

しました。 

次に、議案第87号「令和２年度西予市一般会計

補正予算（第４号）」市民課所管分及び議案第

88号「令和２年度西予市国民健康保険特別会計補

正予算（第２号）」の２件を一括議題といたしま

す。 

松本課長の説明を求めます。 

○松本市民課長 

それでは、議案第87号「令和２年度西予市一般

会計補正予算（第４号）」の市民課所管分につき

まして、補正予算に基づきご説明を申し上げま

す。 

補正予算の19ページをごらんください。歳入歳

出補正予算事項別明細書でご説明をさせていただ

きます。 

歳出からご説明いたします。2款総務費、3項戸

籍住民基本台帳費、1目戸籍住民基本台帳費、補

正額700万4000円の増額補正のうち、市民課所管

分は、会計年度任用職員の確定と市民課職員の産

前産後休暇に伴う住民基本台帳管理事業で、会計

年度任用職員給与費を92万3000円の増額、会計年

度任用職員の確定に伴うマイナンバーカード交付

事業で、会計年度任用職員給与費を17万6000円の

減額、合計74万7000円を増額調整するものであり

ます。 

続きまして、21ページをごらんください。 

3款民生費、1項社会福祉費、1目社会福祉総務

費、補正額1151万円の減額補正のうち、市民課所

管分は、27節繰出金、国民健康保険特別会計事業

勘定繰出事業で684万6000円の減額補正でござい

ます。この繰り出し事業につきましては、国民健

康保険特別会計補正予算でご説明をさせていただ

きます。 

続きまして、22ページをごらんください。 

3款民生費、1項社会福祉費、5目国民年金事務

費、補正額52万円の減額補正でございます。会計

年度任用職員の確定に伴い、会計年度任用職員給

与費を減額調整するものであります。 

続きまして、26ページをごらんください。 

4款衛生費、1項保健衛生費、1目保健衛生総務

費、補正額1067万8000円の増額補正のうち、市民

課所管分は、27節繰出金、診療所勘定繰出事業で

310万円の増額補正でございます。この繰り出し

事業につきましても、国民健康保険特別会計診療

施設勘定会計補正予算でご説明をさせていただき

ます。 

続きまして、10ページをごらんください。 

13款国庫支出金、3項委託金、2目民生費委託

金、補正額13万2000円の増額補正でございます。

年金生活者支援給付金制度における所得世帯情報

の照会の対象者見直しに伴う国民年金システムの

改修委託料に係る費用分について、年金生活者支

援給付金支給事務費委託金を増額するものであり

ます。なお、歳出につきましては政策推進課情報

推進室の電算システム開発導入事業に計上してお

ります。全額国の委託金でございます。 

以上で、議案第87号「令和２年度西予市一般会

計補正予算（第４号）」の市民課所管分のご説明

とさせていただきます。 

続きまして、議案第88号「令和２年度西予市国

民健康保険特別会計補正予算（第２号）」につき

まして、補正予算に基づきご説明を申し上げま

す。 

補正予算の８ページをごらんください。歳入歳

出補正予算事項別明細書でご説明をさせていただ

きます。 
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歳出からご説明をいたします。 

1款総務費、1項総務管理費、1目一般管理費、

補正額684万6000円の減額補正でございます。本

庁市民課、税務課、明浜・城川生活福祉課職員の

人事異動に伴う職員給与費の調整に係るものであ

ります。 

７ページをごらんください。 

7款繰入金、1項他会計繰入金、1目一般会計繰

入金、職員給与費等繰入金として、歳出684万

6000円の減額補正と同額を予算計上させていただ

きました。これで事業勘定補正予算についてのご

説明とさせていただきます。 

引き続きまして、診療施設勘定会計歳入歳出補

正予算についてご説明を申し上げます。 

補正予算書の14ページをごらんください。 

歳出からご説明をいたします。1款総務費、1項

施設管理費、1目一般管理費、補正額310万円の増

額補正でございます。二及診療所職員給与費を扶

養手当等の変更に伴い39万7000円の増額、土居診

療所医師の診療業務委託料を通勤手当相当分とし

て84万円の増額、会計年度任用職員の確定に伴

い、会計年度任用職員給与費を186万3000円の増

額、合計310万円を増額調整するものでありま

す。 

13ページをごらんください。 

4款繰入金、1項他会計繰入金、1目一般会計繰

入金、人件費等の繰入金として、歳出310万円の

増額補正と同額を予算計上させていただきまし

た。 

以上で、議案第88号「令和２年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）」についての

ご説明とさせていただきます。 

以上２議案、よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○二宮委員長 

松本課長の説明は終わりました。 

これより本件２件に関する一括質疑を行いま

す。 

質疑はございませんか。 

○山本委員 

小さなことで申しわけないんですけど、19ペー

ジの総務費の会計年度任用職員給与費の92万

3000円の増額なんですけど、ちなみに何名分ぐら

いでこの程度になるんでしょうか。 

○松本市民課長 

基本台帳管理事業が４名分、マイナンバーカー

ド交付事業の１名分の５名分です。 

○二宮委員長 

ほかにございませんか。 

○酒井委員 

マイナンバーの関係ですが、今回のコロナの

10万円の申請で、このマイナンバーを使って申請

した方は何％ぐらいあるかおわかりですか。 

○松本市民課長 

申請は総務課でありまして、私のほうでは情報

をつかんでおりません。 

○酒井委員 

コロナによってマイナンバーを申請する人が結

構全国的におられたんですよ。西予市にはそれの

傾向が見られたのかどうかという点と、そして現

在何％になって、全国何位になっておりますか。

大平さんがおられたときには、マイナンバー全国

一になろうという運動をしたんですけれども、大

体火が消えてしまっておりますので、どのあたり

まで今努力してるんかなということが知りたいわ

けでございます。 

○松本市民課長 

特別定額給付金の関係で、マイナンバー申請は

多くなりました。ふだんの多分２倍から３倍の申

請がありました。 

今現在のマイナンバーですけど、愛媛県内では

１番ということで23.70％、５月１日現在で、全

国では43番目、特別区・市の場合は22番目になっ

てます。 

○酒井委員 

聞くところによると職員の方や議員の方もまだ

とられてない方がおられますんで、そのあたりも

まだまだ啓蒙していただきたいと思います。誰彼

というわけにもまいりませんので、そのあたり

は、マイナンバーの当時日本一になろうぜという

大きな声を上げたわけでございますので、新しい

議員になられた方も、そして新しい職員になられ

た方もマイナンバーを取得するように指導してい

ただきたいなと思います。 

○松本市民課長 

職員はまた総務課と十分協議して促進のほう努

めます。 

○二宮委員長 

ほかにございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 
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○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより議案順に採決を行います。 

まずは議案第87号についてお諮りをいたしま

す。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」市民課所管分につきまして、原案

に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

当委員会としては原案どおり可決することに決

しました。 

続きまして、議案第88号をお諮りいたします。 

議案第88号「令和２年度西予市国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）」について原案に賛成

の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

当委員会としては原案のとおり可決することに

決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時49分） 

 

【健康づくり推進課】 

○二宮委員長 

再開を告げる。（再開 午前９時55分） 

次に、議案第87号「令和２年度西予市一般会計

補正予算（第４号）」健康づくり推進課所管分を

議題といたします。 

沖村課長の説明を求めます。 

○沖村健康づくり推進課長 

それでは、議案第87号「令和２年度西予市一般

会計補正予算（第４号）」のうち、健康づくり推

進課所管分の補正予算につきまして、予算書に基

づきご説明申し上げます。 

今回は歳出のみとなっております。予算書26ペ

ージをお開きください。 

4款衛生費、1項保健衛生費、1目保健衛生総務

費のうち、本課の関係は、事業概要、会計年度任

用職員給与費119万5000円の増額及び、27ページ

の職員給与費（保健衛生総務費）580万円の減額

補正でございますが、職員給与費については人事

異動に伴うものであり説明を省略させていただき

ます。 

会計年度任用職員給与費119万5000円の増額補

正につきましては、一般事務会計年度任用職員２

人が確定したことによる人件費の減額及び本年３

月末から産前休暇を取得した保健師１人の業務を

産休代替保健師として会計年度任用職員を募集し

対応する費用で、主に報酬及び社会保険料等の人

件費でございます。 

続きまして、27ページをお開き願います。 

4款衛生費、1項保健衛生費、2目予防費のう

ち、事業概要、保健推進員事業110万3000円の減

額補正は、本事業の廃止に伴うものでございま

す。 

本事業は、西予市発足時に市内全域でスタート

し、保健推進員には、保健行政と地域のパイプ役

として、健診申込書の配布・回収、受診勧奨や研

修活動などにかかわってくださいました。しかし

ながら近年の地域環境の変化を初め、推進員を取

り巻くさまざまな課題が顕在化していたことから

事業及び制度存続について検討を続けてきたとこ

ろです。昨年度、市内各地区の保健推進委員会に

おいて経緯を説明し、推進員の意見を聞くなどし

て、２回にわたってアンケート調査を実施いたし

ました。その結果、約７割の方が廃止の意向を示

されたことから、理事者との協議の上、事業廃止

としたものでございます。 

今後につきましては、保健推進員の役割を保健

行政が保健事業等を通じて、機能補完をしてまい

りたいと考えております。 

本件については、事業方針の結論が当初予算作

成までに間に合わず、今回の減額補正となりまし

たこと大変申しわけございませんでした。 

以上、議案第87号「令和２年度西予市一般会計

補正予算（第４号）」健康づくり推進課所管分の

説明を終わります。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願いをいたします。 

○二宮委員長 

沖村課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○佐藤委員 

先ほどの保健推進員事業のところなんですが、

推進員の方に意見を聞いて廃止をされたというこ

とでございましたが、廃止をするとかという意見

を聞いたときに、何が意見の中に一番多かったわ
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けですか。全く事業自体がないからやめにすると

か、何かがあるから多分やめるとかというふうな

形になったんだろうと思うんですが、そのあたり

をちょっとお聞きいたします。 

○沖村健康づくり推進課長 

意見といたしましては、これまで顕在化してい

た課題等もございまして、例えば、これは合併時

に市内でスタートしたもので、宇和とか城川であ

ればもっと早い時期から旧町時代から行っていた

事業でございます。 

社会環境の変化といいますか、例えば受診勧奨

などであれば、申し込み書を各対象者の方にそれ

ぞれお持ちして受診をお勧めしたりしていたんで

すけれども、家に行った際に人が日中はいないと

か、例えば、表札がかかっていないお宅もたくさ

んあったりするなど、また、一番はやはり高齢化

で、大体区長に委員を推薦していただくんですけ

れども、非常にこれが困難になってきたなどの課

題が主なものでございます。 

○佐藤委員 

今の説明では、推進員の方が高齢化をしてき

て、家に行ってもいないとかというふうな形のこ

とであったと今説明があったんですが、保健推進

員の事業自体の部分というのをどのようにこれか

ら行っていこうとされておるかをお伺いします。 

○二宮委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前10時03分） 

○二宮委員長 

再開を告げる。（再開 午前10時04分） 

○沖村健康づくり推進課長 

ただいま質問のありました、どのような事業を

どう対応していくかということでございますけれ

ども、保健推進員の役割が４つございました。 

申し上げますと、保健福祉行政の要望、問題点

の発見及び情報の提供に努めること。 

２点目、保健事業の周知と参加及び受診勧奨を

行うこと。 

３点目、保健事業の介助を行うこと。 

４点目、推進員相互の親睦を図り、必要な知識

を得るための研修会、講演会に積極的に参加する

ことなどでございます。 

廃止するまでに、私たちはこの件について、ど

のような対応ができるかということを考えまし

て、対応策としましては、まず１点目の保健福祉

行政の要望・問題点の発見及び情報の提供に努め

ることに関しましては、西予市のホームページや

広報などはもちろん、地区担当制を本市はとって

おりますので、それぞれ公民館だよりなどのより

地域に密着したものを活用してお知らせをするこ

と。あと、地区の公民館等で、担当職員が団体連

絡協議会等に参加をして、またその場で参加され

た代表者の方たちからいろんな地域の課題とか状

況をお聞きするようなこと。 

２点目の受診勧奨を行うことにつきましては、

申込書から郵送に切りかえをさせていただきまし

た。あと、Ｗｅｂ予約だとか、保健師による受診

勧奨を行うこととしております。もちろん受診勧

奨につきましては個別の通知をするようにしてお

りますので、そのような対応をさせていただきま

す。 

３点目の保健事業の介助を行うことにつきまし

ては、うちでは厚生連と保健協会の２つの健康機

関にお願いをしておりますけれども、そちらの機

関のほうから対応することは可能であるというこ

とを聞いていただいておりますので、これも問題

がないかと思っております。 

４番目の相互の親睦を図る、また、知識を得る

ための研修会、講演会に参加すると、これにつき

ましては、先ほど申し上げました１番で対応でき

るものと思っております。また、健康ポイント事

業なども行っており、講演会だとか、そういった

ものへの参加を促せるんではないかと思っており

ますので、学ぶ機会については、そのような対応

の仕方をさせていただければと思っております。 

○二宮委員長 

ほかにありませんか。 

○山本委員 

私も推進員の事業に支障はないのか、具体的に

どうされるのかを聞きたかったんですが、説明を

聞きましたので大体わかりました。 

もう一つ質問があるんです。今コロナで特定健

診の対応がとまっているんじゃないかと思うんで

すが、再開のめどは立っているんでしょうか。ま

た再開されるとしたら市民への周知方法はどのよ

うな方法で周知されるご予定でしょうか。お伺い

します。 

○沖村健康づくり推進課長 

市民向けの健診でございますが、コロナの感染

が広がったということでしばらく延期をさせてい

ただくということを申し上げました。 
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早いもので６月11日から再開をするということ

で、その周知の方法につきましては、広報便等を

使いまして各地区へ周知をしているところでござ

います。 

ただなかなか健診機関と調整ができない部分も

ございまして、ちょっとそれに時間を要しており

ますけれども、また決まり次第、個人通知なども

してまいりたいと思います。 

今回、３密を回避するというようなことで、会

場の集約をしなくてはならなくなりました。もち

ろん日程調整をすることで、これまでどおりの会

場ではできないということもございましたが、そ

のような関係で、例えば、宇和町であれば宇和体

育館などを活用して行うことにしております。そ

れぞれのほか４町におきましても、体育館などを

活用して健診を進める予定でございます。 

○二宮委員長 

ほかにございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」健康づくり推進課所管分につい

て、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

当委員会としては原案どおり可決することに決

しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前10時11分） 

 

【福祉事務所】 

【福祉課】 

○二宮委員長 

再開を告げる。（再開 午前10時15分） 

次に、議案第87号「令和２年度西予市一般会計

補正予算（第４号）」福祉課所管分を議題といた

します。 

池田課長の説明を求めます。 

○池田福祉課長 

それでは、議案第87号「令和２年度西予市一般

会計補正予算（第４号）」のうち、福祉課所管分

についてご説明申し上げます。 

まず初めに、歳出予算について説明させていた

だきます。予算書22ページをごらんください。 

3款民生費、1項社会福祉費、4目障害者福祉費

でございますが、今回の補正は、コミュニケーシ

ョン支援事業の会計年度任用職員任用者の確定に

より、報酬、手当等を20万2000円減額するもの及

び、職員の育児休暇取得期間確定により、障がい

者福祉庶務事業の代替会計年度職員の報酬、手当

等を151万円増額するものです。 

続きまして、23ページをお開きください。 

3款民生費、2項児童福祉費、1目児童福祉総務

費でございますが、児童虐待関係事業の会計年度

任用職員が確定したことにより、報酬、手当等

52万8000円を減額補正するものです。 

続きまして、25ページをお開きください。 

3款民生費、3項生活保護費、1目生活保護総務

費でございますが、こちらも同じく生活困窮者自

立支援事業における会計年度任用職員の確定によ

り報酬、手当等30万円を減額補正するものです。 

なお、これに伴いまして、歳入予算、13款国庫

支出金、1項国庫負担金、1目民生費国庫負担金の

うち、生活困窮者自立相談支援事業費等国庫負担

金を22万5000円減額補正しております。 

続きまして、予算書26ページをごらんくださ

い。 

3款民生費、4項災害救助費、1目災害救助費で

ございますが、過年度災害救助費繰替支弁金返還

金として219万1000円増額補正するものです。今

回の補正は、平成30年７月豪雨災害に係る災害救

助法第30条に基づく、災害救助費繰替支弁金にお

いて、愛媛県災害救助費繰替支弁金交付要綱第４

条の規定により、精算、交付を受けて、その後の

監査により返還するものでございます。返還金の

内訳でございますが、主なものとして、災害事務

費のうち職員の時間外勤務手当並びに消耗品等と

なっております。 

続きまして、歳入予算でございますが、予算書

９ページをお開きください。 

13款国庫支出金、2項国庫補助金、1目民生費国

庫補助金836万4000円の増額補正のうち、福祉課

所管分は15万4000円の増額補正でございます。 

3節生活保護費国庫補助金の説明欄をごらんく

ださい。このたびの補正は、生活保護法の改正に

よる日常生活支援住居施設の創設に伴い、当該施

設への委託事務費を計上する機能等の追加のシス

テム改修が必要となり、政策推進課で計上いたし
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ます歳出予算30万8000円のうち、生活困窮者就労

準備支援事業費等国庫補助金として計上するもの

でございます。 

以上、議案第87号「令和２年度西予市一般会計

補正予算（第４号）」のうち、福祉課所管分のご

説明とさせていただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○二宮委員長 

池田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○酒井委員 

コロナが発生して生活保護が増えるということ

が、今全国的に出てるんですけども、西予市には

どのような傾向が出ておるかお尋ねをいたしま

す。 

○池田福祉課長 

コロナの影響が心配されだした令和２年３月申

請から５月末までに決定した生活保護の件数は８

件でございます。昨年は９件でございました。生

活保護の主な開始理由は、預貯金の減少・喪失、

傷病による収入の減少などでございますが、コロ

ナ離職による預貯金の減少・喪失で申請に至った

ケースは今のところございません。 

しかしながら生活保護申請までには至りません

が、コロナで生活困窮に陥ったため、相談にこら

れるケースはございます。今後、第２波、第３波

が心配されますが、それにより経済活動に何かし

らの大きな制限が再び大きくなった場合、生活保

護申請者の増加も懸念されるところでございま

す。 

○二宮委員長 

ほかにございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りをいたします。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」福祉課所管分について、原案に賛

成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

原案どおり可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前10時22分） 

 

【長寿介護課】 

○二宮委員長 

再開をいたします。（再開 午前10時24分） 

次に、議案第78号「西予市介護保険条例の一部

を改正する条例制定について」を議題といたしま

す。 

宇都宮課長の説明を求めます。 

○宇都宮長寿介護課長 

それでは議案第78号「西予市介護保険条例の一

部を改正する条例制定について」ご説明を申し上

げます。 

今回の改正は２点ございます。 

１点目は、消費税及び地方消費税の10％引き上

げに伴う介護保険料の軽減完全実施を図るもので

ございます。平成27年４月から消費税による公費

を投入した所得の少ない方への保険料軽減を行う

仕組みが設けられております。消費税率10％の引

き上げが延期されたことに伴い段階的に行われて

きましたが、今回の改正で完全実施となります。 

この改正により、所得段階の第１段階から第３

段階の方の介護保険料が軽減されます。令和２年

度、第１号被保険者の１年間の保険料は、所得の

第１段階の方は2万1300円となり、軽減前と比較

しまして1万4100円の軽減、第２段階の方は3万

5400円となり1万7700円の軽減、第３段階の方は

4万9600円となり3,500円の軽減となります。ま

た、所得の段階別の軽減対象者数につきまして

は、第１段階3,020人、第２段階2,716人、第３段

階では1,947名を見込んでおります。 

２点目は、新型コロナウイス感染症の影響によ

り収入が減少したこと等による介護保険の第１号

被保険者に係る介護保険料の減免を実施すること

ができるよう本条例を整備するものでございま

す。 

以上で、議案第78号「西予市介護保険条例の一

部を改正する条例制定について」のご説明とさせ

ていただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○二宮委員長 

宇都宮課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 
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○酒井委員 

介護保険の減免が今度できるということなんで

すけども、全体3万7000人おる中で、２号を含め

た40歳以上で介護保険を掛けてる方が大体70％ぐ

らいの方がおられるわけでしょ。その中で、結局

今度の軽減が当てはまる人は何％ぐらいになりま

す。 

○宇都宮長寿介護課長 

現在のところは第２号被保険者、40歳以上の方

について、長寿介護課で人数等をまとめておりま

せんので、即答することが今のところはできませ

ん。後ほど報告させていただいたらと思います。 

○酒井委員 

今度軽減される部分について、西予市全体では

総額幾らぐらいになります。 

○宇都宮長寿介護課長 

今回の第１段階から第３段階の方の軽減保険料

ですが、総額で9746万9000円程度を見込んでおり

ます。 

○二宮委員長 

ほかにございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第78号「西予市介護保険条例の一部を改正

する条例制定について」原案に賛成の委員の挙手

を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

当委員会としては原案どおり可決することに決

しました。 

引き続き、議案第87号「令和２年度西予市一般

会計補正予算（第４号）」長寿介護課所管分及び

議案第89号「令和２年度西予市介護保険特別会計

補正予算（第１号）」の２件を一括議題といたし

ます。 

宇都宮課長の説明を求めます。 

○宇都宮長寿介護課長 

それでは初めに、議案第87号「令和２年度西予

市一般会計補正予算（第４号）」のうち、長寿介

護課所管分につきまして、補正予算書に基づいて

ご説明を申し上げます。 

歳出予算からご説明いたします。予算書の21ペ

ージをお開きください。 

3款民生費、1項社会福祉費、2目社会福祉施設

費10万1000円を増額計上しております。これは会

計年度任用職員、宇和福祉センター職員２名の任

用職員確定に伴う報酬等の調整でございます。 

次に、3目老人福祉費5330万8000円のうち、長

寿介護課所管分につきましては、22ページの27節

介護保険特別会計繰出事業4672万6000円の増額計

上及び老人福祉庶務事業に従事する会計年度任用

職員の任用職員確定に伴う給与費等の調整25万

9000円を減額計上しております。介護保険特別会

計繰出事業の内訳は、介護保険料の軽減拡充に伴

う公費負担分4368万3000円の増額、人事異動に伴

う職員給与費の調整312万円の増額、認定調査事

業及び認知症総合支援事業に従事する会計年度任

用職員の任用職員確定に伴う給与費等の調整

193万9000円の減額と会計年度任用職員の任用に

係る給与費186万2000円の増額でございます。 

以上、歳出のご説明とさせていただきます。 

続きまして、歳入予算のご説明をいたします。

予算書の９ページをお開きください。 

13款国庫支出金、1項国庫負担金、1目民生費国

庫負担金、1節社会福祉費国庫負担金2184万

1000円を増額計上しております。これは、第１号

被保険者の介護保険料軽減拡充分4368万3000円に

伴う国庫負担２分の１に相当するものでございま

す。 

続きまして、10ページをごらんください。 

14款県支出金、1項県負担金、2目民生費県負担

金、1節社会福祉費県負担金1092万1000円を増額

計上しております。これは、介護保険料軽減拡充

分4368万3000円に伴う県負担４分の１に相当する

ものでございます。 

以上で、議案第87号「令和２年度西予市一般会

計補正予算（第４号）」長寿介護課所管分のご説

明とさせていただきます。 

続きまして、議案第89号「令和２年度西予市介

護保険特別会計補正予算（第１号）」につきまし

て、補正予算書に基づいてご説明を申し上げま

す。 

歳出予算からご説明いたします。予算書の８ペ

ージをお開きください。 

1款総務費、1項総務管理費、1目一般管理費で

ございますが498万2000円を増額計上しておりま

す。これは人事異動に伴う職員給与費312万円の
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増額と職員の産前産後休暇及び育児休暇の取得に

よる会計年度任用職員の任用に伴う報酬等186万

2000円の増額でございます。財源は一般会計から

の繰入金となります。 

次に、1款総務費、3項介護認定審査会費、2目

認定調査等費190万円を減額計上しております。

これは会計年度任用職員、介護認定調査員10名の

任用職員確定に伴い報酬等を調整するものでござ

います。財源は一般会計繰入金となっておりま

す。 

続きまして、予算書９ページをごらんくださ

い。 

2款保険給付費、1項介護サービス等諸費、1目

介護サービス給付費につきましては、補正額はご

ざいませんが4342万1000円の財源を一般財源から

特定財源に組み替えるものでございます。 

続きまして、3款地域支援事業費、1項包括的支

援事業・任意事業費、7目認知症総合支援事業費

20万円を減額計上しております。これは、認知症

総合支援事業に従事する会計年度任用職員の任用

職員確定に伴い給与費を調整するものでございま

す。財源につきましては、公費等負担割合に応じ

て組み替えております。 

以上、歳出予算のご説明とさせていただきま

す。 

続きまして、歳入予算をご説明いたします。予

算書６ページをお開きください。 

1款保険料、1項介護保険料、1目第１号被保険

者保険料4346万6000円を減額計上しております。

これは、介護保険料軽減額の増額分でございま

す。内訳は、特別徴収保険料4151万6000円と普通

徴収保険料195万円の合計4346万6000円を減額す

るものでございます。 

次に、4款国庫支出金、2項国庫補助金、4目地

域支援事業交付金7万7000円の減額計上及び、5款

県支出金、5項県補助金、2目地域支援事業交付金

3万9000円の減額計上でございますが、これは、

認知症総合支援事業に従事する会計年度任用職員

の任用職員確定に伴う給与費の減額20万円に対す

る国庫補助金及び県補助金の減額でございます。

認知症総合支援事業の負担割合は、国38.5％、県

19.25％、市19.25％、第１号被保険者の介護保険

料23％となっております。 

続きまして、予算書の７ページをごらんくださ

い。 

8款繰入金、1項一般会計繰入金4672万6000円を

増額計上しております。これは、2目その他一般

会計繰入金308万2000円の増額につきましては、

1節職員給与費等繰入金、人事異動による介護保

険係８名分の給与費調整分312万円の増額補正及

び、2節事務費繰入金3万8000円を減額するもので

ございます。事務費繰入金の内訳は、職員の産前

産後休暇及び育児休暇の取得に伴う会計年度任用

職員の任用に係る給与費186万2000円の増額と会

計年度任用職員の介護認定調査員10名の任用職員

確定に伴う報酬等190万円の減額によるものでご

ざいます。 

次に、3目低所得者保険料軽減繰入金4368万

3000円の増額計上につきましては、第１号被保険

者に係る介護保険料の軽減拡充分でございます。

軽減された保険料は、国２分の１、県４分の１、

市４分の１の割合で負担することとなっておりま

す。 

5目地域支援事業繰入金3万9000円を減額計上し

ております。これは認知症総合支援事業に従事す

る会計年度任用職員の任用職員確定に伴う給与費

の減額20万円に対する市負担19.25％に相当する

ものでございます。 

続きまして、8款繰入金、2項基金繰入金、1目

介護給付費準備基金繰入金26万2000円を減額計上

しております。これにつきましては、介護保険料

の軽減拡充分に伴う未収金見込み21万7000円の減

額及び、認知症総合支援事業に従事する会計年度

任用職員の任用職員確定に伴う給与費20万円の減

額に対する第１号被保険者の負担分19.25％に相

当します4万5000円の減額でございます。 

以上で、議案第89号「令和２年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第１号）」についてのご説

明とさせていただきます。 

以上２議案、よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○二宮委員長 

宇都宮課長の説明は終わりました。 

これより本案２件について一括質疑を行いま

す。 

質疑はございませんか。 

○酒井委員 

６ページ、第１号被保険者保険料の減額になっ

ている4346万6000円については先ほど説明があっ

た分を加味した予算減額ですか、それとも加味し
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てない予算減額ですか、１号について減額にされ

る条例を先ほど可決しましたけれども、それが入

ってるのか入ってないのか。総額で9000何ぼ言い

ましたか、それが、この4346万6000円の予算の中

に入ってるのか入ってないのか、それを確認させ

ていただきます。 

○宇都宮長寿介護課長 

今回の補正予算額、保険料の減額につきまして

は、消費税及び地方消費税の10％の完全実施分に

ついては補正予算での計上をしております。 

またもう１点の改正、コロナウイルスの影響に

つきましては、この条例を整備した後に要綱等を

整備し、７月の初旬ごろから申請を受け付けいた

しますので、コロナウイルス影響に伴う保険料の

減額分は今回の補正では見込んでおりません。 

○酒井委員 

ということはこの4346万6000円については、今

条例改正した分の9000何ぼは入っていないと。 

○二宮委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前10時44分） 

○二宮委員長 

再開を告げる。（再開 午前10時45分） 

○宇都宮長寿介護課長 

当初予算で介護保険料の減額につきましては

5378万6000円を見込んでおりました。今回の完全

実施により、補正予算といたしまして4368万

3000円の減額を増加しておるものでございます。

あわせまして、減額前の保険料と比較しますと

9746万9000円の減額となります。 

○二宮委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより議案順に採決を行います。 

まずは、議案第87号についてお諮りをいたしま

す。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」長寿介護課所管分について、原案

に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

当委員会としては原案どおり可決することに決

しました。 

次に、議案第89号についてお諮りをいたしま

す。 

議案第89号「令和２年度西予市介護保険特別会

計補正予算（第１号）」について、原案に賛成の

委員の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

当委員会としては原案どおり可決することに決

しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前10時46分） 

 

【子育て支援課】 

○二宮委員長 

再開を告げる。（再開 午前10時48分） 

次に、議案第75号「西予市放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例制定について」を議題といた

します。 

松田課長の説明を求めます。 

○松田子育て支援課長 

議案第75号「西予市放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例制定について」ご説明を申し上げま

す。 

放課後児童健全育成事業は、児童福祉法第６条

の３第２項の規定に基づき、保護者が労働等によ

り昼間家庭にいない小学校に就学している児童に

対し、授業の終了後等に、小学校の余裕教室や児

童館等を利用して、適切な遊び及び生活の場を提

供し、その健全な育成を図るものでございます。

本市における放課後児童健全育成事業につきまし

ては、社会福祉法人が運営する施設が７カ所、株

式会社が運営する施設が１カ所、ＮＰＯ法人が運

営する施設が１カ所の合計９カ所になります。 

今回の改正は、放課後児童健全育成事業の設備

及び運営に関する基準の一部を改正する省令が施

行されたことによるものであります。 

改正内容につきまして、放課後児童支援員が終

了しなければならない放課後児童支援員認定資格

研修の受講機会の拡充を図るため、これまで、都

道府県知事または指定都市の長が実施していた当

該研修につきまして、新たに中核市の長を実施者

として加えるため、条例を改正するものでござい

ます。 
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以上、説明とさせていただきます。よろしくご

審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上

げます。 

○二宮委員長 

松田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はございませんか。 

○酒井委員 

明浜町の学童保育、まだ完全に工事ができてな

いわけでございますけれども見通しはいつごろに

なるかわかりますか。 

○松田子育て支援課長 

明浜支所の建設課及び県が担当しております裏

の工事になるかと思うんですが、その工事の県事

務所等とも連絡をとりながら実施しているんです

けれども、保護者の送迎になりますので、後ろの

道路ができ上がって完全に安全を確認した上で再

開を考えております。 

○酒井委員 

これは総務課の関係になるんですけども、今現

在使ってるところは俵津脇地区の集会所を使って

ます。先般集会所の数の調査をしましたら、総務

課の集会所の数に入ってないんです。地元の人た

ちは集会所を貸してるんだからあくまでも集会所

であるという意見がございます。それは部長のほ

うで、やはりあれは一時的に借りている部分であ

って、頭から集会所の数を外して、学童保育施設

に数としてされるのは、住民感情としては納得い

かない。そしてもしそれでやるんだったら、ただ

いまのところ集会所は何年も皆さん使ってませ

ん。それは無償で貸してるんで、そのあたりの部

分は、貸してる地域住民の気持ちも酌むような行

政側の発表でありたいと思いますが部長いかがで

すか。 

○藤井福祉事務所長 

この件に関しましては、以前酒井委員からもお

話を承っておりますので、総務部のほうと十分に

検討させていただきたいと思います。所管が向こ

うになりますので、私からはっきり明確なお答え

ができないんですが、そのようにさせていただき

たいと思います。 

○二宮委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○山本委員 

放課後児童健全育成事業市内９カ所と言われま

したけどもその在籍児童数はどのぐらいかわかり

ますか。 

○松田子育て支援課長 

４月１日時点で確認しております児童数につい

てお伝えさせていただいたらと思います。宇和地

区には、５カ所プラス１カ所増えましたので６カ

所のクラブとなっております。順に言いますと、

トトロクラブ42名、下宇和にあります明下田クラ

ブが38名、中川にありますななほし中川が42名、

うわまち未来こども園の中にありますなかよしク

ラブが40名、新たに開設されましたてっぺん広場

が５名となっております。それと三瓶ですが、三

瓶福祉会が経営されておりますすこやか児童クラ

ブが42名、そしておれんじクラブが14名、野城総

合福祉協会が委託しておりますのむらキッズ、し

ろかわキッズがそれぞれ59名と21名、合計で

303名となっております。 

○山本委員 

ちなみに指導者の先生といいますか、それで足

りていますか。 

○松田子育て支援課長 

指導員の職員数の数につきましてご報告いたし

ます。４月１日現在、９つのクラブで合計74名の

方が業務に携わっていただいております。そのう

ち、今回の支援員は51名となっております。通常

ですと、その中でやりくりをしていただいてるん

ですけれども、今回の新型コロナウイルス感染症

により学校が休業になった際に、朝から学童クラ

ブは開設をさしていただきました。確かに家で見

ていただける方はご協力もいただいたんですけれ

ども、開設するということは、それだけ支援員が

朝から通常よりも倍の仕事量になったということ

で、支援員だけではなかなか厳しいということ

で、教育委員会とご相談をさせていただきまし

て、教育委員会の命令でもって生活支援員のご協

力をいただくことができました。 

○二宮委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第75号「西予市放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例制定について」原案に賛成の委員の
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挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

原案どおり可決することに決しました。 

次に、議案第76号「西予市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例制定について」を

議題といたします。 

松田課長の説明を求めます。 

○松田子育て支援課長 

議案第76号「西予市特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例制定について」ご説明を

申し上げます。 

本条例は、特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業者が事業を実施する際、遵守しなければ

ならない運営に関する基準を定めたものでありま

す。 

今回の改正は、特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設

等の運営に関する基準の一部を改正する内閣府令

が公布されたことによるものであります。 

改正内容といたしましては、市が認可しており

ます地域型保育事業の対象園児はゼロから２歳児

であるため、卒園後の受け皿となる連携施設を設

ける必要がありますが、さまざまな対応策の活用

や市の調整等により、引き続き必要な教育・保育

の提供を受けることができるよう必要な措置を講

じている場合、卒園後の連携施設の確保は不要と

するよう本条例の一部を改正するものでございま

す。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○二宮委員長 

松田課長の説明は終わりました。 

質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りをいたします。 

議案第76号「西予市特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例制定について」原案に賛

成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

原案どおり可決することに決しました。 

引き続き、議案第77号「西予市家庭的保育事業

等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例制定について」を議題といたし

ます。 

松田課長の説明を求めます。 

○松田子育て支援課長 

議案第77号「西予市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例制定について」ご説明を申し上げます。 

家庭的保育事業等として、家庭的保育事業、小

規模保育事業、居宅訪問型保育事業、事業所内保

育事業の４つの事業類型があり、本市において、

本条例に該当いたしますのは、事業所内保育事業

を実施するスマイル保育園及び本年７月に開園予

定の小規模事業所あおなみとなります。 

本条例は、実施事業者が事業を実施する際、遵

守しなければならない設備及び運営に関する基準

を定めたものであります。 

今回の改正は、家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準の一部を改正する省令が施行され

たことから、その基準に基づき本条例の一部を改

正するものであります。 

主な改正内容としましては、議案第76号と同様

に、家庭的保育事業者等に確保を求める連携施設

について、地域型保育事業所卒園後も引き続き必

要な教育・保育の提供を受けることができる場合

には、受け入れ先の連携施設の確保を不要とする

ことのほか、保護者の疾患や障がい等により養育

を受けることが困難な乳幼児に対する居宅訪問型

保育の実施が可能であることを明確にするため、

本条例の一部を改正するものでございます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○二宮委員長 

松田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

議案第77号「西予市家庭的保育事業等の設備及
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び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例制定について」原案に賛成の委員の挙手を

求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

原案どおり可決することに決しました。 

引き続きまして、議案第87号「令和２年度西予

市一般会計補正予算（第４号）」子育て支援課所

管分を議題といたします。 

松田課長の説明を求めます。 

○松田子育て支援課長 

それでは、議案第87号「令和２年度西予市一般

会計補正予算（第４号）」の子育て支援課所管分

につきまして、補正予算書に基づきご説明を申し

上げます。 

予算書の23ページをごらんください。 

3款民生費、2項児童福祉費、1目児童福祉総務

費1007万5000円の増額補正でございます。 

事業概要をごらんください。増額分につきまし

て先に説明させていただきます。 

児童扶養手当支給事業でございますが、例年８

月実施の現況届につきまして、新型コロナウイル

ス感染症防止の観点から、窓口での密閉、密集、

密接の３密の防止及び対象の方の来場負担防止の

ため、郵送及び電話連絡での申請とするため、返

信用の郵便料等に要する21万8000円を増額するも

のでございます。 

次に、児童福祉施設整備事業でございますが、

令和２年４月から民営化いたしました高山保育所

につきまして、施設の老朽化及び大規模災害への

対応の観点から、運営法人の西予総合福祉会は、

令和３年４月からの開園を目指し、明浜支所敷地

内に移転新築する費用に対して、国及び市負担分

を補助金として支出するものでございます。今回

の補正は、実施設計による事業費が確定し、当

初、建築事業費を1億円で計上しておりました

が、賃金、資材の高騰により2238万2000円の事業

費増額により、補助金845万円を増額補正するも

のでございます。財源につきましては、国の保育

所等整備交付金585万円、市負担分260万円につき

ましては過疎対策事業債対応でございます。 

続きまして、新型コロナウイルス感染症対策事

業でございますが、保育所、幼稚園、放課後児童

クラブ等感染防止策として、国の保育対策総合支

援事業、緊急環境整備事業及び子ども・子育て支

援事業等の補助金を活用し、感染防止対策を進め

ているところであります。今回の補正は、放課後

児童クラブ等で購入要望の空気清浄機の価格が、

当初の見積もりの約2.5倍に高騰していることに

より236万円を増額するものでございます。財源

につきましては国の10分の10の補助でございま

す。 

次に、減額につきまして説明いたします。事業

概要をごらんください。 

会計年度任用職員給与費につきまして、任用者

が決定し給与が確定したことによる95万3000円の

減額補正でございます。なお、この中には、福祉

課でも説明がありました児童虐待関係事業も含め

ての95万3000円の減額補正をしております。 

続きまして、24ページをごらんください。 

2目児童措置費26万1000円の増額補正でござい

ます。事業概要の児童手当支給事業でございます

が、児童扶養手当と同様に、新型コロナウイルス

感染防止のため、保護者の来庁の負担軽減のた

め、現況届を従来の来所申請から郵送での申請と

するため、申請に係る郵便料等62万4000円を増額

するものでございます。 

会計年度任用職員給与費につきまして、任用者

が決定し給与が確定したことにより36万3000円の

減額補正でございます。給与費の財源につきまし

て、10分の10の補助でございますので、子ども・

子育て支援事業費県補助金につきまして同様に減

額となります。 

次に、3目母子福祉費5,000円の減額補正でござ

います。事業概要、ひとり親家庭医療費助成事業

につきまして、児童扶養手当、児童手当等と同様

に、新型コロナウイルス感染防止のため、及び保

護者の来庁の負担軽減のため、更新及びひとり親

受給者証の発行を従来の来所から郵送とするた

め、申請に係る郵便料等21万2000円を増額するも

のでございます。 

会計年度任用職員給与費につきまして、同様に

任用者が決定し給与が確定したことにより21万

7000円の減額補正でございます。 

以上、令和２年度西予市一般会計補正予算（第

４号）子育て支援課所管分の説明とさせていただ

きます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願いいたします。 
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○二宮委員長 

松田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○山本委員 

23ページの新型コロナウイルス感染症対策事業

ですけども、先ほど空気清浄機が2.5倍になって

おるというふうなことを聞いたんですが、空気清

浄機だけの購入の金額なんでしょうか。だとすれ

ば何台購入の予定なんでしょうか。 

○松田子育て支援課長 

今回の補正に係るものにつきましては、本当に

急激に上昇した、というのが特殊な機能がある特

定の空気清浄機を希望されておりますので、特に

放課後児童は、なかなか密集的なものを完全に防

止することができないので、放課後児童クラブに

入れるということで予算計上が今回ありました。

現在希望が出てるのは５つの事業所の空気清浄機

の上昇になります。主なものは、放課後児童クラ

ブだったんですが、ほかの私立保育園にも入れる

ので全部で18台です。 

○山本委員 

要らんことですけど、2.5倍になったお金を使

ってでも子どものために買うということですね。 

○松田子育て支援課長 

うちのほうでどのようにというふうなのは、各

経営、委託している事業所の考えもありますので

何とも言えないんですが、国の基準の50万円を超

えないようにという中でお願いしているというふ

うになります。 

○二宮委員長 

ほかにございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」子育て支援課所管分について、原

案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

原案どおり可決することに決しました。 

以上で、生活福祉部、福祉事務所関連の審査は

終了となります。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前11時14分） 

 

【医療介護部】 

【医療対策室】 

○二宮委員長 

再開を告げる。（再開 午前11時22分） 

これより医療介護部の審査に入ります。 

まず、山岡医療介護部長よりご挨拶をいただき

ます。 

○山岡医療介護部長 

山岡医療介護部長挨拶を行う。 

○二宮委員長 

それでは議案第87号「令和２年度西予市一般会

計補正予算（第４号）」医療対策室所管分を議題

といたします。 

亀岡室長の説明を求めます。 

○亀岡医療対策室長 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」について、医療対策室関係予算の

ご説明を申し上げます。 

歳入につきまして、補正予算書12ページをお開

きください。 

本年度当市が当番となっております小児在宅当

番医運営事業の負担金としまして、委託日が１日

追加になったことによります各市町の負担金が

4万6000円増えたことによります増額補正となっ

ております。 

続きまして、補正予算書26ページをお開きくだ

さい。 

先ほどの歳出側ですが、小児在宅当番医制運営

事業委託料としまして、12月31日に担当診療所を

１カ所追加したことによります充当した各市町の

負担金、そして当市分を合わせて6万3000円を増

額補正するものであります。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願いいたします。 

○二宮委員長 

亀岡室長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」医療対策室所管分について、原案
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に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

原案どおり可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前11時28分） 

 

【病院】 

○二宮委員長 

再開を告げる。（再開 11時29分） 

次に、議案第79号「西予市病院事業職員の諸手

当に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て」を議題といたします。 

大塚事務長の説明を求めます。 

○大塚西予市民病院事務長 

それでは審査していただきます議案第79号「西

予市病院事業職員の諸手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について」説明させていただき

ます。 

西予市民病院、野村病院の両市立病院では、愛

媛県の要請を受け、新型コロナウイルス感染症の

対応として、帰国者・接触者外来を設置し、感染

が疑われる方の診察やＰＣＲ検査の検体採取等を

行っております。また、西予市民病院は、感染症

の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法

律第38条に規定する第二種感染症指定医療機関の

指定を受けており、新型コロナウイルス感染症患

者の疑い患者や疑いのある患者の入院を受け入れ

る体制をとっております。野村病院は、感染症指

定医療機関ではありませんが、状況によっては入

院を受け入れることも想定しておるところです。 

新型コロナウイルス感染症に対し、医療従事者

は自身の感染リスクはもちろん、家族等への感染

を広げる不安など、平常時には想定されない心身

に大きな負担がある業務に従事していることか

ら、総務省から新型コロナウイルス感染症により

生じた事態に対処するための防疫等作業手当の特

例の運用についての通知が発出されましたが、現

在の西予市病院事業職員の諸手当に関する条例の

規定では、新型コロナウイルス感染症にかかわる

ことが想定される全ての職員に対して、この危険

手当を支給することができません。 

事前に配信させていただきました条例案の新旧

対照表をごらんいただいたらと思います。 

改正は条例第６条第３項の規定についてであり

ます。具体的には、現在の規定では、新型コロナ

ウイルスにかかわる業務については、第二種感染

症指定医療病床２床に従事する医療技術員、看護

師、准看護師のみが支給対象であります。第二種

感染症病床を設置していない野村病院は対象外に

なりますし、両病院とも、帰国者・接触者外来等

で感染症患者にかかわる職員は、現在の条例では

支給対象にすることができません。 

そのため、支給対象に係る規定を「感染症患者

又は感染症の疑いのある患者の診療、看護等又は

感染症菌の付着した物件若しくは付着の危険があ

る物件の処理作業に従事する職員」という規定に

改め、新型コロナウイルス感染症患者等にかかわ

ることが想定される全ての職員を支給対象にでき

るよう本条例を制定するものであります。また、

新旧対照表の末尾でございますが、附則におきま

して、条例の適用は、国内で新型コロナウイルス

の感染が始まり始めた令和２年２月１日からと

し、これまでに従事した業務についても手当支給

の対象としたい考えでございます。 

なお、条例改正の議決をいただいた後に、規則

の改正を行い、具体的な支給要件等を定める予定

でございます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○二宮委員長 

大塚事務長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

議案第79号「西予市病院事業職員の諸手当に関

する条例の一部を改正する条例制定について」原

案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

当委員会としては原案どおり可決することに決

しました。 

次に、議案第91号「令和２年度西予市病院事業

会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

大塚事務長の説明を求めます。 

○大塚西予市民病院事務長 

それでは、議案第91号「令和２年度西予市病院
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事業会計補正予算（第２号）」についてご説明申

し上げます。 

今回の補正は、新型コロナウイルス感染症の対

応に伴う補助金及び経費の増額を行うものでござ

います。 

まず、西予市民病院分の予算案についてご説明

いたします。お手元の西予市民病院事業会計補正

予算書22ページをお開きください。 

収益的支出、1款病院事業費用、1項医業費用、

3目経費、15節賃借料237万2000円でございます。

西予市民病院に新型コロナウイルス感染症患者ま

たは感染が疑われる患者が入院することになった

場合に、感染症病床で診療、看護等に従事する病

院職員が、自宅に感染した場合に重篤化する危険

が高い高齢者や慢性疾患のある家族がいるなどの

理由で、自宅への帰宅に不安を感じる場合に利用

する職員のための宿泊施設の借上料を計上してお

ります。 

続いて、21ページへお戻りください。 

収益的収入、1款病院事業収益、2項医業外収

益、2目他会計補助金1190万1000円でございます

が、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金を財源とする一般会計補助金でございま

す。今回計上する宿泊施設借上料のほかに、補正

第１号で計上いたしました防護服、マスク、消毒

用アルコール等の購入に充当するものでございま

す。 

続いて、予算書23ページをお開きください。 

資本的収入、1款資本的収入、5項補助金、1目

一般会計補助金246万5000円でございますが、先

ほどと同じく、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金を財源とする一般会計補助金で

す。補正第１号で計上いたしました空間除菌清浄

機、情報通信機器、発熱外来外部仮設通路工事の

経費に充当するものであります。 

詳細につきましては、事前に配信しております

予算資料の２ページをごらんください。 

補正予算第１号及び第２号で計上しております

経費の一覧表になります。今回支出で計上してお

りますのは、ピンク色に色づけしております13番

医療従事者宿泊施設借上料です。この借上料も含

め、収入では、第１号で計上いたしましたそのほ

か１番から18番の全ての経費の財源を収入として

一般会計から繰り入れをしておるところです。収

入の内訳が資料のとおりとなります。 

以上、よろしくご審議の上、ご決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

○松末野村病院事務長 

続きまして、野村病院分についてご説明を申し

上げます。 

今回の補正ですが、野村病院につきましても、

新型コロナウイルス感染症対応に伴う補助金及び

経費の増額を行うものでございます。予算書26ペ

ージをお開きください。 

1款病院事業費用、1項医業費用、3目経費、

15節賃借料97万5000円を増額しております。野村

病院では、愛媛県の要請を受け、新型コロナウイ

ルス感染症の疑いのある患者の診察及び検体を採

取する帰国者・接触者外来を設置しております

が、現在の施設が狭小であることから、施設を拡

張するため、プレハブを借り上げるための賃借料

を増額するものでございます。 

25ページにお戻りください。 

1款病院事業収益、2項医業外収益、2目他会計

補助金、1節一般会計補助金97万5000円を増額す

るものでございます。これは、帰国者・接触者外

来を整備するための財源として増額するもので、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金を財源とする一般会計からの繰入金でございま

す。 

次に、28ページをお開きください。 

1款資本的支出、1項建設改良費、2目固定資産

購入費、2節備品購入費41万円を計上しておりま

す。これは、帰国者・接触者外来で診察及び検体

を採取する医師及び看護師等の安全を確保するた

めの空気清浄機を整備するための備品購入費でご

ざいます。 

次に、27ページにお戻りください。 

1款資本的収入、5項補助金、1目一般会計補助

金、1節一般会計補助金41万円を計上しておりま

す。これは、帰国者・接触者外来で空気清浄機を

整備するための新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金を財源とする一般会計繰入金で

ございます。 

以上で、野村病院分の説明を終わります。ご審

議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

○二宮委員長 

西予市民病院、野村病院の大塚事務長、松末事

務長からの説明は終わりました。 
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これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○山本委員 

22ページの賃借料308泊の予定の237万2000円で

すけれども、5,500円と食事2,200円というふうな

資料を見せていただいたんですが、市内の宿泊施

設を予定ですか。 

○大塚西予市民病院事務長 

市内の施設を予定しております。実際に既に協

定等結ばせていただいておりますが、新型コロナ

ウイルスを診察した職員等が宿泊ということで、

いろいろご迷惑をおかけしてはいけませんので、

この場で説明は公表いたしませんが、市内の宿泊

施設と協定を締結させていただきました。 

○二宮委員長 

ほかにございませんか。 

委員長交代をいたします。 

 （委員長交代） 

○二宮委員 

一般質問で山岡部長に質問の予定やったんです

けれどもちょっとできませんでしたので、１点だ

け質問させていただきます。 

今回のコロナウイルスで、厚労省も今までのオ

ンライン診療を初診から行うなど、いろいろな施

策を進めてきたわけですけれども、私はふと思っ

たのは、私がいろんな病院に行かせていただくと

きに、介護施設の方が入所者の方を病院に連れて

こられますよね。だからその人達はどうしてるん

かなあということで、オンライン診療があったら

いいんじゃないかなというふうなことをちょっと

ふと思ったんですけれども、両市立病院で、今回

そういう社会福祉施設からリモート診療いうかオ

ンライン診療の要望がなかったのかどうか、まず

１点お伺いしたいなと思うんですけれども。 

○大塚西予市民病院事務長 

介護施設からオンライン診療の要望がなかった

かとのご質問でございますが、実際のところオン

ライン診療としての依頼はございませんでした。 

○二宮委員 

私がちょっと介護施設に確認したときには、電

話等での診察いうのはやってもらったりもしたり

いろいろしてるというのも聞いたんですけれど

も、今回国からいろんな補正予算とかがきてるわ

けで、介護施設も介護従事者がいろいろ人材的に

厳しいという今状況の中で、今回、せっかくいう

たら悪いんですけども、こういうコロナ関係で予

算がいただけるときに、リモート診療とか、オン

ライン診療が、特に介護施設なんかで状況を整え

てあげれば、今後介護施設も楽だし、病院もその

分診療に割く時間も効率がよくなったりというこ

とになるんじゃないかなと思うんですけれども、

その点は方向性としてなんですけれどもいかがで

しょうか。 

○山岡医療介護部長 

オンライン診療ということですけども、先ほど

二宮委員言われたように、通院の負担解消という

メリットがある一方で、触診、さわってとか、聞

いてとか、各種検査を実際に行えないということ

がございます。対面診療に比べて、医師が得られ

る情報が少ないというデメリットとオンライン上

でする場合の個人情報の保護という課題がありま

す。そのために、オンライン診療を実施するには

安全性とか、必要性、有効性の確保、それぞれさ

まざま要件が定められているところです。 

今回のコロナウイルスの感染拡大によりまし

て、医療機関の受診が困難になることを鑑みて、

時限的な特例的な取り扱いとして、４月から初診

そしてまた電話でもということで、そういったこ

とを用いた診断が、また処方、医薬品の処方が可

能となっています。 

現在両市立病院では国が示しております管理ソ

フト、あるいは専用アプリを用いてのオンライン

システム、診療システムは現在のところ導入はで

きておりません。現状での対応は電話のみでは、

今回の扱いの中で行っているところです。 

ただ先ほど申しましたように、音声情報だけの

限られた情報ですので、そういった正確な診断が

行えないという判断によって、現在では治療中の

慢性疾患を抱える患者に対しての医薬品のみの処

方を行っているところです。また、慢性疾患患者

に対する医薬品については、できるだけ長期投与

して、なるべく受診間隔をあけるというようなこ

とも今回の中でしているところです。 

今後感染が終息したときには、この時限的な扱

いが廃止になって元の規制が適用されることにな

るとは思うんですけど、診療の基本というのは対

面診療で、いろんな情報、患者の容態や症状を把

握して、細やかな医療を提供していきたいという

のを基本的には考えているところです。 

ただ一方で、時代の変化とか先ほど言われたよ
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うなこともございますので、そういったような要

請にこたえるように、今後実現をするように検討

していきたいと思っております。 

特に、介護施設からの関係ですけど、先ほど委

員言われたような事例、先ほど、事務長が実例が

ないと言ったのは、薬局まで処方を届けた分につ

いてはないですけど、こちらに取りにこられる分

では、そういった電話による対応はあったかとい

うふうに聞いております。言われたように、そう

いったことを実施すると通院の回数減らせたり、

医師も往診の負担軽減、あるいはその施設の方が

こちらへ来る事の時間も減ってくるということで

働き方改革にもつながるという理解しています。 

ただ高齢者は、状況が急変され重篤化するリス

クも高いために、対面診療も重視していくことは

大事かなというふうに考えております。そういっ

た高齢者に対するオンライン診療、高齢者だけじ

ゃないと思いますけど、メリットデメリットを検

討して、先ほど言いましたように前向きに実施で

きるように検討してまいりたいと思います。 

○二宮委員 

特に介護施設は、看護師が常駐していただいて

ることも多いと思いますし、私は、全体的にはも

うオンライン診療に進んでいくんだろうなと、長

い目で見れば、でもとりあえず一番急ぐところが

社会福祉施設かなというふうなことで、災害でも

そうですけども、災害、そういうことが起こるこ

とは本当に悲しい事ですけども、それをきっかけ

に次の新たなシステムをつくるということがやっ

ぱり行政の知恵ではないかと。それが市民サービ

スではないかなと思いますんで、ぜひ今部長も前

向きにという答弁いただきましたので、両病院ま

た医療対策室でそういう検討もしていただければ

と思いますのでよろしくお願いいたします。あり

がとうございました。 

 （委員長交代） 

○二宮委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○酒井委員 

今度のコロナに関して医療対策室ともども両病

院とも、非常に大変なご苦労をなさってるんだろ

うと思います。 

先ほどの説明ありましたようにまだ公開できな

いことも多々あろうと思いますので、心痛さし余

りますが、これから特に現場におられる先生、看

護師大変だろうと思います。何らかの形で敬意を

表したいと思っておりますけれども、この先でご

ざいますので、これからもひとつ、第２波、第３

波に対しての対応、それぞれ心構え、先ほどあり

ましたようにオンラインの診療だとか、いろんな

方策が、これから生活様式、診療様式によって変

わってくると思います。そのあたりにつきまして

も先進的な対応を行政側からもしていただくよう

にお願いを申し上げます。 

○二宮委員長 

答弁は要りませんか。 

○酒井委員 

答弁は部長の決意をみせて欲しいと思います。 

○山岡医療介護部長 

私冒頭申しましたように、精いっぱい努めて、

そういったことを解消できるよう努めてまいりた

いと思います。 

○酒井委員 

私が言ってるのは事務方の人たちとの、そして

現場におる病院の先生、看護師との接点に対して

心のつながるようなシステムをひとつお願いした

いと、そっちのほうで言ったつもりでございます

ので、ひとつその点は誤解のないように、我々見

えないもんですから、先生方や看護師がどれだけ

の心労、辛苦をしているのか、そのあたりが見え

ないもんですからこういう発言をさせていただき

ました。よろしくお願いします。 

○二宮委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○二宮委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りをいたします。 

議案第91号「令和２年度西予市病院事業会計補

正予算（第２号）」について、原案に賛成の委員

の挙手を求めます。 

 （賛成者挙手） 

○二宮委員長 

挙手全員でございます。 

原案通り可決することに決しました。 

以上、本委員会に付託をされました議案につき

まして審査が全て終了をいたしました。 

これにて閉会をいたします。 
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 閉会 午前11時58分 

 

 

 

 

 

西予市議会委員会条例第30条第１項の規定によ

りここに署名する。 
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